
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
達
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
状
況

　
（
令
和
６
年
度
の
実
績
）
に
つ
い
て

伊
達
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
状
況

　
（
令
和
６
年
度
の
実
績
）
に
つ
い
て

12　topic

総務文教常任委員会　所管事務調査 １

★ 
令
和
７
年
８
月
26
日
㈫

　

伊
達
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
指
定
管
理
を
、
株
式
会
社
道
南
ス
コ
ー
レ

が
受
託
し
て
い
ま
す
。
管
理
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
総
合

体
育
館
、
館
山
野
球
場
、
ア
ル
ト
リ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
武
道

館
、
関
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
計
５
施
設
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
各
施
設
に
お
け
る
利
用
人
数
は
、
ア
ル
ト
リ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
以
外
は
、
前
年
度
の
利
用
人
数
を
上
回
る
結

果
で
す
。

質
疑
▼
プ
ー
ル
の
更
衣
室
に
あ
る
脱
水
機
の
故
障
に
つ
い
て
の

苦
情
が
あ
る
が
、
苦
情
前
に
対
応
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
▼
市
販
の
二
層
式
洗
濯
機
の
脱
水
機
を
活
用
し
て
い
る
。

使
用
頻
度
が
高
く
、
故
障
が
多
い
が
、
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
し
て

い
く
。

質
疑
▼
支
出
を
圧
縮
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
不
都
合
は
な

い
か
。

答
弁
▼
例
え
ば
保
険
料
の
見
直
し
な
ど
で
、
経
費
の
無
駄
を
省

い
て
い
る
。
以
前
は
指
定
管
理
を
２
社
で
行
っ
て
い
た
が
、
令

和
６
年
度
よ
り
１
社
に
な
っ
た
。
重
複
し
て
か
か
っ
て
い
た
保

険
を
一
本
化
す
る
な
ど
工
夫
し
て
お
り
、
必
要
経
費
を
削
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て 

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て 

★ 

令
和
７
年
９
月
18
日
㈭

　

国
が
定
め
る
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画

に
基
づ
き
、
伊
達
市
に
お
い
て
も
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
や
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
市
民

の
利
便
性
を
高
め
る
べ
く
、
非
課
税
証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書

の
発
行
や
児
童
手
当
に
係
る
各
種
請
求
・
変
更
な
ど
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
対
応
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

質
疑
▼
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
庁
舎
の
改
修
計
画
と
も
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
庁
舎
の
あ
り
方
も
含
め
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。

役
所
に
来
な
く
て
も
手
続
き
が
済
む
も
の
に
つ
い
て
は
、
進
め

て
い
き
た
い
。

質
疑
▼
今
後
の
労
働
力
不
足
の
補
完

と
な
り
う
る
の
か
。

答
弁
▼
将
来
的
に
今
の
職
員
数
を
維

持
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
し
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
、
対
応
し
て
い
る
。



topic　13

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
現
地
調
査

西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
現
地
調
査

産業民生常任委員会　所管事務調査 ２

★ 
令
和
７
年
９
月
22
日
㈪

　
広
域
ご
み
中
間
処
理
施
設
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
処

理
施
設
と
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
と
し
て
構
成
さ

れ
て
い
る
施
設
の
特
徴
や
、
ゴ
ミ
焼
却
時
に
出
る
熱
の
有
効
活

用
方
法
を
現
地
調
査
し
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

質
疑
▼
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
焼
却
時
の
熱
は
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
本
施
設
か
ら
発
生
し
た
熱
は
蒸
気
と
し
て
回
収
し
発
電

し
て
い
ま
す
。
蒸
気
や
電
気
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
や
げ
ん
き

館
ペ
ト
ト
ル
な
ど
で
利
用
さ
れ
、
余
剰
電
力
は
売
電
し
て
お
り

ま
す
。

質
疑
▼
鉄
や
ア
ル
ミ
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
鉄
パ
イ
プ
や
鋼
材
に
再
利
用
さ
れ
市
場
に
出
ま
す
。

質
疑
▼
ゴ
ミ
の
分
別
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
基
本
的
に
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
で
分
別

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
、
主
に
生
ご
み
や

紙
く
ず
で
大
き
さ
50
セ
ン
チ
以
内
の
物
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
は

フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
金
属
類
、
お
よ
び
50
セ
ン
チ
以
上
の
家
具

等
の
粗
大
ゴ
ミ
で
す
。
瓶
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
隣
接
す
る

施
設
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
処
理
し
て
お
り
ま
す
。

質
疑
▼
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
▼
火
災
の
原
因
と
な
る
危
険
ゴ
ミ
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
の
方
で
受
け
入
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。

西いぶりエコファクトリー
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こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

図
書
館
建
設
工
事
の
遅
延
報
告

図
書
館
建
設
工
事
の
遅
延
報
告

全 員 協 議 会 ３

★ 

令
和
７
年
９
月
30
日
㈫

　

図
書
館
建
設
工
事
の
着
工
後
、
10
月
上
旬
に
は
鉄
骨
工
事
の

着
工
予
定
で
あ
っ
た
が
、
鉄
骨
の
製
作
及
び
納
入
が
大
幅
に
、

遅
れ
る
こ
と
が
判
明
。
工
期
内
の
完
成
が
不
可
能
と
の
判
断
に

至
り
、
建
設
部
都
市
住
宅
課
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
▼
工
事
の
遅
延
の
原
因
は
何
か
。　

答
弁
▼
施
工
業
者
か
ら
の
施
工
図
に
対
し
て
設
計
会
社
の
承
認

に
至
る
ま
で
４
ケ
月
を
要
し
鉄
骨
の
納
入
が
遅
れ
た
。
こ
れ
に

よ
る
市
の
費
用
は
発
生
致
し
ま
せ
ん
。

質
疑
▼
完
成
は
ど
の
程
度
延
び
る
の
か
。

答
弁
▼
鉄
骨
は
予
定
よ
り
一
ケ

月
程
度
掛
か
る
が
、
こ
れ
か
ら

の
冬
場
を
迎
え
工
事
の
進
捗
も

遅
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
は
っ

き
り
と
し
た
事
は
現
時
点
で
決

め
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
へ
丁
寧
に
説

明
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

津
波
警
報
等
の
対
応
に
つ
い
て

津
波
警
報
等
の
対
応
に
つ
い
て

★ 
令
和
７
年
９
月
９
日
㈫

　

令
和
７
年
７
月
30
日
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
を
震
源
と
す
る

地
震
に
よ
る
津
波
警
報
に
伴
い
、
全
市
民
に
「
避
難
指
示
」
を

発
令
し
た
事
に
よ
る
当
日
の
避
難
場
所
、
避
難
所
等
の
本
市
の

対
応
の
説
明
が
危
機
管
理
課
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
▼
当
日
の
避
難
者
数
は
。　

答
弁
▼
避
難
所
の
名
簿
記
載
上
で
１
，
０
５
５
名
と
な
り
ま
す
。

質
疑
▼
予
想
津
波
高
は
３
ｍ
で
あ
っ
た
。
中
海
抜
の
高
い
地
区

の
避
難
は
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
▼
先
ず
は
、
突
発
型
の
災
害
時
は
、
命
を
守
っ
て
頂
く
事

が
最
優
先
。
区
分
け
は
出
来
る
が
シ
ス
テ
ム
的
に
時
間
を
要
す

る
た
め
に
、
そ
の
様
な
決
断
に
至
っ
た
。

質
疑
▼
避
難
所
等
の
対
応
で
職
員

の
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
た
が
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
▼
職
員
研
修
の
強
化
を
含
め

備
蓄
品
の
配
分
も
見
直
し
な
が
ら

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

鉄骨工事が遅れる図書館

全市民に津波避難指示を発令



topic　15

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
び
こ
」
と
広
報
編
集
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
び
こ
」
と
広
報
編
集
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

特集　やまびこ意見交換会 4

●
日
　
時
　
令
和
七
年
九
月
十
八
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
か
ら

●
場
　
所
　
伊
達
市
役
所
四
階
第
一
会
議
室

●
出
席
者
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
び
こ
」

　
　
　
　
　
会
　
長
　
清
水
　
悦
郎
（
し
み
ず
え
つ
ろ
う
）

　
　
　
　
　
事
務
局
　
小
林
　
正
利
（
こ
ば
や
し
ま
さ
と
し
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
風
間
恵
美
子
（
か
ざ
ま
え
み
こ
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
齋
藤
　
麗
子
（
さ
い
と
う
れ
い
こ
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
高
瀬
　
洋
子
（
た
か
せ
よ
う
こ
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
出
口
美
香
子
（
で
ぐ
ち
み
か
こ
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
長
谷
　
義
一
（
な
が
た
に
よ
し
か
ず
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
初
田
　
輝
雄
（
は
つ
た
て
る
お
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
堀
井
　
朋
子
（
ほ
り
い
と
も
こ
）

　
　
　
　
　
会
　
員
　
山
下
　
仁
美
（
や
ま
し
た
ひ
と
み
）

　
伊
達
市
議
会
議
長
　
　
田
中
　
秀
幸
（
た
な
か
ひ
で
ゆ
き
）

　
伊
達
市
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
菅
野
佐
千
代
（
か
ん
の
さ
ち
よ
）

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
阿
戸
　
孝
之
（
あ
と
た
か
ゆ
き
）

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
小
倉
　
　
拓
（
お
ぐ
ら
た
く
）

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
大
光
　
　
力
（
だ
い
こ
う
り
き
）　

　
　

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
岩
村
　
和
則（
い
わ
む
ら
か
ず
の
り
）

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
吉
野
　
英
雄
（
よ
し
の
ひ
で
お
）

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
洞
口
　
雅
章（
ほ
ら
ぐ
ち
ま
さ
ゆ
き
）

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
匡
則
（
さ
と
う
ま
さ
の
り
）やまびこのメンバーとの集合写真



16　topic

　
冒
頭
田
中
議
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
菅
野
委

員
長
、
清
水
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
意
見
交
換
に
入
り
ま
し
た
。

事
務
局
小
林
氏
よ
り
「
や
ま
び
こ
」
の
活
動
内
容
の
報
告
が
あ
り
、

み
ん
な
の
市
議
会
百
十
六
号
の
録
音
の
事
例
を
細
部
に
わ
た
り
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
や
ま
び
こ
」
か
ら
の
要
望
と
提
案
と
い
う
形
で
、

文
章
表
現
な
ど
で
の
、
例
え
ば
、
校
正
が
十
分
で
は
な
い
点
、
読

み
が
難
し
い
文
字
は
ル
ビ
を
ふ
っ
た
ほ
う
が
良
い
等
々
の
、
編
集

上
の
貴
重
な
提
言
を
七
項
目
に
わ
た
り
申
し
受
け
ま
し
た
。

　
広
報
編
集
委
員
会
は
今
後
、
提
言
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

強
く
意
識
し
て
編
集
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
「
や
ま
び
こ
」
の
活
動
の
紹
介
が
あ
り
、
広
報
編
集
委
員

会
の
委
員
全
員
が
活
動
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
双
方
の
意
見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
旨
を
確
認

し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

意見交換会のようす

朗読ボランティア
やまびことは……

　平成５年１１月会員数５
名で伊達市広報誌「広報だ
て」の吹き込み録音を目的
に発足した。
　現在は、毎月発行の伊達
市広報を毎月朗読録音し、
伊達市議会だよりを年４回
の発行にあわせて朗読録音
している。
　また、新聞等の記事を毎
月３種類程度朗読録音して、
それぞれ希望者に配布して
いる。
　他に、北身障新聞の朗読
録音とテープ、CDへのダ
ビングをしている。

　市内には視覚障がい者の
みならず、テープ、CDを
必要とされる方が数多く存
在していると推察されるの
で、利用者がもっと増える
ことを願っている。
　また、一緒に朗読録音を
してくれる仲間を随時募集
している。

団体PRとして……



topic　17

★
令
和
７
年
９
月
29
日
㈪

●
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

・
議
案
第
11
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

　
　
　
　
　
　
　

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

　
　
　
　
　
　
　

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て

・
議
案
第
13
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

　
　
　
　
　
　
　

約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
職
員
の
育

　
　
　
　
　
　
　

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
西

　
　
　
　
　
　
　

胆
振
行
政
事
務
組
合
職
員
の
勤
務

　
　
　
　
　
　
　

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
認
定
第
１
号　

令
和
６
年
度
西
胆
振
行
政
事
務
組

　
　
　
　
　
　
　

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
議
案
第
15
号　

令
和
７
年
度
西
胆
振
行
政
事
務
組

　
　
　
　
　
　
　

合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認

定
し
ま
し
た
。

●
令
和
７
年
第
３
回
総
務
常
任
委
員
会

・
西
い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
の
進
捗
状
況

　

に
つ
い
て

・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
東
方
沖
地
震
に
伴
う
津
波
警

　

報
に
対
す
る
活
動
に
つ
い
て

　

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員　

　
　
　
大
光
　
　
力
・
岩
村
　
和
則
・
阿
戸
　
孝
之

西 胆 振 行 政 事 務 組 合 議 会 5

★
令
和
７
年
９
月
２
日
㈫

◎
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

・
認
定
第
１
号　

令
和
６
年
度
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
・
原
案
認
定

　

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
小
久
保
重
孝
・
佐
藤
　
匡
則
・
田
中
　
秀
幸

西 い ぶ り 広 域 連 合 議 会  6


